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Christian Schmitt (Organ) 
クリスチャン・シュミット（オルガン） 
 

 
1976年生まれ。ザール音大で教会音楽およびオルガン演奏を学ぶ。ジェイムズ・デイヴィッド・
クリスティとダニエル・ロートのもとで、古楽からフランスロマン派、さらに現代と幅広い時代に
わたるオルガン演奏法を、さらにザールラント大学で音楽学とカトリック神学も学んだ。ドイツ音
楽コンクール（2001年）で入賞するなど、コンクールでの実績も数多い。 
コンサート・オルガニストとしては、ルツェルン文化会議センター（ルツェルン音楽祭）、チュー
リッヒ・トーンハレ、ベルリン・フィルハーモニーおよびコンツェルトハウス、ライプツィヒ・ゲ
ヴァントハウス、ケルン・フィルハーモニーなど、世界各地の名門コンサートホールに登場。
2012年には、マグダレナ・コジェナーとの共演でザルツブルク音楽祭にデビューしたほか、コル
ネリウス・マイスター指揮オーストリア放送響とともに、ウィーンのコンツェルトハウス100周年
記念演奏会にも出演した。ソリストとしてはこのほか、北ドイツ放送響、ベルリン放送響、中部ド
イツ放送響、ザールブリュッケン放送響などと共演。また、ベルリン・フィル、ロジャー・ノリン
トン指揮のシュトゥットガルト放送響、ヘルムート・リリング指揮のバッハ・アカデミー・シュト
ゥットガルトでオルガンやチェンバロのパートを担当するなど、幅広く活躍している。 
録音では、ヘンデル全集（コープマン校訂）とブリクシ全集で、音楽学の研究と実践を結びつける
成果を示したほか、シュテファン・ソルヨム指揮バンベルク響とのヴィドールのオルガンとオーケ
ストラのための作品、cpoレーベルのケクラン、ヴィドール、グバイドゥーリナ、パッヘルベル（
ベロッティ校訂）作品集などで高い評価を得ている。2011年には、ユリアーネ・バンゼ、ウェン
・シン・ヤンとの、リストなどの作品の演奏が、ドイツのテレビ局ARTEで放送された。 
上記のほか、シビッラ・ルーベンス（ソプラノ）、マルティン・グルービンガー（打楽器）、ライ
ンハルト・ゲーベル、クリストフ・ポッペン、マレク・ヤノフスキ、ファブリス・ボロン、レオポ
ルド・ハーガー（以上指揮者）などの著名アーティストと共演している。 
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近年は教育活動にも力を入れ、バッハ・アカデミー・シュトゥットガルト、ザール音大で教鞭を取
っているほか、ゲスト講師として世界各地を回っている。また、音楽家の育成にとどまらず、著名
音楽家が学校を訪れて音楽のすばらしさを伝えるプロジェクト「ラプソディー・イン・スクール」
にも精力的に取り組んでいる。 
2013年には、サイモン・ラトル指揮ベルリン・フィルと、ブリテン《戦争レクイエム》、ヤナー
チェク《グラゴル・ミサ》で共演するほか、ケルンWDR響（山田和樹指揮）、スロヴァキア・フ
ィル、ルクセンブルク・フィル、イェーナ・フィル、ヴァイマール・シュターツカペレとの共演、
コジェナーとの、ヴォルフ《メーリケ》歌曲集（レーガー編曲）などのレコーディング（ドイツ・
グラモフォン）、さらにレイキャビク、オスナブリュック、エンゲルベルク（スイス）など、ヨー
ロッパ各地の教会での演奏会およびレコーディングが予定されている。 
 
 
ウェブサイト（ドイツ語、英語） 
www.christianschmitt.info 
 
接触 
www.christianschmitt.info/kontakt 
 


